女の 眼に 一 瞬間の 喜びの 輝いた の はこの 時で ある。 

「さようで ございま すか？ そうして 頂ければ 何より 

の 仕 合せで ございます。」 

神父 は 優しい 感動 を 感じた。 やはり その 一 瞬間、 

のうめん 

能面に 近い 女の 顔に 争われぬ 母 を 見た からで ある。 も 

ものがた 

う 前に 立って いるの は 物堅い 武家の 女房で はない。 い 

や 日本人の 女で もない。 むかし &槽の 中の 基督に 美し 

ちぶさ ご あいれん ごにゅうなん 

い 乳房 を 含ませた 「すぐれて 御 愛憐、 すぐれて 御 柔軟、 

うまし きさき 

すぐれて 甘く まします 天上の 妃」 と 同じ 母に なった 

ので ある。 神父 は 胸 を 反らせながら、 快活に 女へ 話し 

かけた。 



「御 安心なさい。 病 もたいて いわかって います。 お 子 

さんの 命 は預リ ました。 とにかく 出来るだけ のこと は 

して 見ましょう。 もし また 人力に 及ばなければ、 …… 」 

お だ や はさ 

女は穏 かに 言葉 を 挟んだ。 

「いえ、 あなた 様 さえ 一度お 見舞い 下されば、 あと は 

もうどうな りましても、 さらさら 心残り は ございませ 

きよみずでら かんぜおん ぼさつ ごみょう ご すが 

ん。 その上 はた だ 清水寺の 観世音 菩薩 の 御 冥 護 にお 鎚 

リ 申す ばかりで ございます。」 

観世音 菩薩！ - J の 言葉 はたち まち 神父の 顔に 腹 立 

みなぎ 

たしい 色 を 漲らせた。 神父 は 何も 知らぬ 女の 顔へ 鋭 

い 眼 を 見据える と、 首 を 振り 振りた しなめ 出した。 



かんのん しゃか はちまん てんじん 

「お気をつけなさい。 観音、 釈迦 八幡、 天神、 II あ 

あ 力 ぐうぞう 

なた がた の 崇める の は 皆 木 や 石の 偶像です。 まことの 

てんしゅ 

神、 まことの 天主 はた だ 一人し か 居られません。 お 子 

おんお ぼしめ 

さん を 殺す の も 助ける の も デウスの 御 思 召し 一つです- 

偶像の 知る ことではありません。 もし お子さんが 大事 

ならば、 偶像に 祈る の はお やめなさい。」 

しかし 女 は 古 帷子の 襟 を 心 もち 顋に 抑えた なり、 驚 

いたよう に 神父 を 見て いる。 神父の 怒に 満ちた 言葉 

も わかった のか どうか はっきり しない。 神父 は ほ とん 

どのし かかる ように 鬚 だらけの 顔 を 突き出しながら、 

いまし 

一 生 懸命に こう 戒め 続けた。 



「まことの 神 をお 信じなさい。 まことの 神はジ ュデァ 

の 国、 ベレンの 里に お生まれ になった ジェ ズス. キリ 

ストば かりです。 そのほかに 神はありません。 あると 

だらく へんげ 

思う の は 悪魔です。 堕落した 天使の 変化です。 ジェズ 

はりき 

スは 我々 を 救うた めに、 磔木 にさえ おん 身 をお かけに 

なりました。 御覧なさい。 あの おん 姿 を？」 

おご そ 

神父 は 厳かに 手 を 伸べ ると、 後ろに ある 窓の 

硝子 画 を 指した。 ちょうど 薄日に 照らされた 窓 は 堂 内 

を罩 めた 仄暗が りの 中に、 受難 の 基督 を 浮き 上らせて 

もと まど 

いる。 十字架の 下に 泣き 惑った マリヤ や 弟子た ち も 浮 

がっしょう 

き 上らせて いる。 女 は 日本風に 合掌しながら、 静か 



最後の おん 言葉です。 エリ、 エリ、 ラマ サバ クタ 二、 

II これ を 解けば わが 神、 わが 神、 何 ぞ我を 捨て 給う 

や 9 …… 」 

さお 

神父 は 思わず 口 をと ざした。 見れば まつ 蒼に なった 

したくちびる 

女 は 下唇 を嚙ん だな り、 神父の 顔 を 見つめて いる。 

ひらめ 

しかも その 眼に 閃 いている の は 神聖な 感動で も 何で 

けいべつ とお ぞうお 

もない。 ただ 冷やかな 軽蔑と 骨に も徹 りそうな 憎悪と 

である。 神父 は惘 気に とられた なり、 しばらく はた だ 

おし またた 

啞 のように 瞬 きをす るば かりだ つ た。 

なんばん にょらい 

「まことの 天主、 南蛮の 如来と はそう 云う もので ござ 

います か？」 



おおごえ お だ どの おに 

大声に 歌 をうたい ながら、 織 田 殿の 身内に 鬼と 聞え た 

しばた き なぴ てんしゅ 

柴 田の 軍勢 を 斬り 靡け ました。 それ を 何ぞゃ 天主と も 

あろうに、 たとい 磔木 にか けられた にせよ、 かごと が 

ましい 声 を 出す と は 見下げ果てた やつで ございます。 

おくびょう あが しゅうし とりえ 

そう 云う 臆病 もの を 崇める 宗旨に 何の 取 柄が ござい 

ましょう？ またそう 云う 臆病 ものの 流れ を 汲んだ あ 

いはい せがれ 

なた となれば、 世に ない 夫の 位牌の 手前 も 悴の病 は 

しんの じょ-つ 

見せられません。 新 之 丞も首 取りの 半 兵衛と 云われた 

夫の 悴 でございます。 臆病 ものの 薬 を 飲まされ るより 

は 腹 を 切る と 云う で ございましよう。 このような こと 

を 知っていれば、 わざわざ ここまで は 来まい もの を、 



—— それだけ は 口惜し ゆう ございます。」 

女 は 涙 を 呑みながら、 くるりと 神父に 背 を 向けた と 

思う と、 毒 風 を 避ける 人の ように さ つ さと 堂 外へ 去つ 

てし まった。 瞠目した 神父 を 残した まま。 

(大正 十一 一年 三月) 
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